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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第１四半期
累計期間

第34期
第１四半期
累計期間

第33期

会計期間

自平成23年
８月21日
至平成23年
11月20日

自平成24年
８月21日
至平成24年
11月20日

自平成23年
８月21日
至平成24年
８月20日

売上高（百万円） 19,636 19,329 85,357

経常利益（百万円） 673 413 4,009

四半期（当期）純利益（百万円） 276 151 1,887

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 6,195 6,195 6,195

発行済株式総数（千株） 29,631 29,631 29,631

純資産額（百万円） 30,136 31,557 31,801

総資産額（百万円） 66,596 63,871 59,535

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.27 5.62 70.13

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 5.58 69.73

１株当たり配当額（円） － － 15.00

自己資本比率（％） 45.1 49.2 53.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

３．第33期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。　

　　　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間（平成24年８月21日～平成24年11月20日）におけるわが国経済は、世界景気の減速を背

景とした弱い動きの中、世界景気のさらなる下振れや金融資本市場変動等が、国内景気を下押しするリスクとな

るなど、先行きも不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社は、ジーンズショップとしてお客様のご期待にお応えするために、前期に引き続き

ジーンズを中心としたボトムスの豊富な品揃えの強化を図ってまいりました。トップスにおきましても、ナショ

ナルブランド商品を充実させるなど、幅広い年代のお客様にご満足いただけるよう、様々なテイストの商品をバ

ランスよく取り揃えてまいりました。

また、ウィメンズ部門の強化にも努め、チェックシャツをはじめ、アメカジを基調とした当社ならではの品揃え

により、競合他社との差別化を図ってまいりました。マーケティング活動におきましては、ビジュアルイメージを

一新し、商品との相乗効果により集客力・売上の更なる向上に努めてまいりました。

店舗展開におきましては、１店舗（サンエー那覇メインプレイス店：沖縄県那覇市）を出店するとともに、効

率化を図るために２店舗を閉店し、当第１四半期累計期間末店舗数は480店舗となりました。

当第１四半期累計期間におきましては、10月下旬まで全国的に気温の高い日が続き、秋物商品の販売は苦戦い

たしましたが、10月下旬以降の気温の低下とともに、保温・発熱機能付きのボトムスや厚手のアウターなど冬物

商品の販売は堅調に推移いたしました。

その結果、当第１四半期累計期間の売上高は19,329百万円（前年同四半期比1.6％減）となりました。また、店

舗販売体制の強化やマーケティング活動の強化、店舗リニューアルなど、新たなブランディングの構築に伴う販

管費増加により、営業利益は434百万円（前年同四半期比35.9％減）、経常利益は413百万円（前年同四半期比

38.6％減）、四半期純利益は151百万円（前年同四半期比45.3％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

①資産

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて4,336百万円増加し、63,871百万円となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べて4,559百万円増加し、39,420百万円となりました。これは主に商品が3,583百

万円、売掛金が1,040百万円それぞれ増加したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて223百万円減少し、24,450百万円となりました。これは主に敷金及び保証金

が241百万円減少したことによるものであります。

②負債

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて4,580百万円増加し、32,314百万円となりまし

た。

流動負債は、前事業年度末に比べて2,935百万円増加し、21,693百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金が4,208百万円増加したことと、支払信託が1,110百万円、未払法人税等が1,017百万円それぞれ減少したこ

とによるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて1,644百万円増加し、10,620百万円となりました。これは主に長期借入金が

1,655百万円増加したことによるものであります。

③純資産

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて243百万円減少し、31,557百万円となりまし

た。これは主に配当金の支払いによる利益剰余金の減少があったことによるものであり、総資産に占める自己資

本比率は49.2％となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成24年11月20日）

提出日現在発行数
（株）
（平成24年12月28日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,631,500 29,631,500
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 29,631,500 29,631,500 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年12月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使により

発行されたものは含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 平成24年８月21日

～平成24年11月20日
－ 29,631,500 － 6,195 － 6,481

  

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月20日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

　 平成24年11月20日現在

 区分     株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,722,700  －  －

 完全議決権株式（その他） 普通株式　26,791,900  267,919  －

 単元未満株式 普通株式 　　116,900  －  －

 発行済株式総数 29,631,500  －  －

 総株主の議決権  －  267,919  －

（注）「完全議決権株式（その他）」の株式数には、証券保管振替機構名義の株式が2,200株（議決権の数22

個）含まれております。 

 

②【自己株式等】

　 平成24年11月20日現在

 所有者の氏名又

は名称    
所有者の住所

 自己名義所有株

式数（株）

 他人名義所有株

式数（株）

 所有株式数の合

計（株）

 発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

 株式会社ライト

オン

 茨城県つくば市

吾妻1-11-1
 2,722,700 －  2,722,700 9.18

 計  －  2,722,700 －  2,722,700 9.18

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は、2,722,795株であります。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年８月21日から平成24年

11月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年８月21日から平成24年11月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年８月20日)

当第１四半期会計期間
(平成24年11月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,063 18,510

売掛金 1,337 2,377

商品 12,424 16,007

その他 2,036 2,525

流動資産合計 34,861 39,420

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 8,012 7,987

工具、器具及び備品（純額） 1,491 1,431

その他（純額） 2,181 2,214

有形固定資産合計 11,685 11,633

無形固定資産

ソフトウエア 420 536

その他 111 64

無形固定資産合計 532 601

投資その他の資産

敷金及び保証金 11,676 11,435

その他 942 939

貸倒引当金 △163 △159

投資その他の資産合計 12,456 12,215

固定資産合計 24,674 24,450

資産合計 59,535 63,871

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,788 5,997

支払信託 8,614 7,503

1年内返済予定の長期借入金 3,324 3,487

1年内償還予定の社債 700 700

未払法人税等 1,242 225

賞与引当金 401 183

資産除去債務 39 13

その他 2,648 3,583

流動負債合計 18,758 21,693

固定負債

社債 1,050 1,050

長期借入金 5,260 6,915

資産除去債務 2,463 2,458

その他 202 196

固定負債合計 8,976 10,620

負債合計 27,734 32,314
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年８月20日)

当第１四半期会計期間
(平成24年11月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,195 6,195

資本剰余金 6,481 6,481

利益剰余金 22,498 22,246

自己株式 △3,485 △3,485

株主資本合計 31,690 31,438

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8 △6

繰延ヘッジ損益 1 －

評価・換算差額等合計 △7 △6

新株予約権 117 126

純資産合計 31,801 31,557

負債純資産合計 59,535 63,871
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　平成23年８月21日
　至　平成23年11月20日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年８月21日
　至　平成24年11月20日)

売上高 19,636 19,329

売上原価 9,900 9,428

売上総利益 9,735 9,901

販売費及び一般管理費 ※
 9,058

※
 9,466

営業利益 677 434

営業外収益

受取家賃 23 23

貸倒引当金戻入額 37 3

その他 22 14

営業外収益合計 83 42

営業外費用

支払利息 53 41

賃貸費用 21 21

その他 11 0

営業外費用合計 86 63

経常利益 673 413

特別損失

固定資産除却損 42 48

店舗閉鎖損失 0 7

減損損失 49 1

特別損失合計 92 57

税引前四半期純利益 580 355

法人税等 304 204

四半期純利益 276 151
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年８月21日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期

純損益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と当座貸越契約を締結しております。当該契約に基づく借

入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成24年８月20日）
当第１四半期会計期間
（平成24年11月20日）

当座貸越極度額 5,900百万円 5,900百万円

借入実行残高 － －

差引額 5,900 5,900

  

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成23年８月21日
至　平成23年11月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年８月21日
至　平成24年11月20日）

給与手当及び賞与 2,263百万円 2,348百万円

賃借料 2,837 2,612

退職給付費用 31 31

賞与引当金繰入額 161 183

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成23年８月21日
至  平成23年11月20日）

当第１四半期累計期間
（自  平成24年８月21日
至  平成24年11月20日）

減価償却費 459百万円 376百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年８月21日　至　平成23年11月20日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年８月21日　至　平成24年11月20日）

配当に関する事項

１．配当金支払額 

　
（決議）

株式の種類
配当金
の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月１日

取締役会
普通株式 403 15平成24年８月20日平成24年11月19日利益剰余金

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後と

なるもの

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年８月21日　至　平成23年11月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年８月21日　至　平成24年11月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

当社は報告セグメントが単一であることから、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年８月21日
至　平成23年11月20日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年８月21日
至　平成24年11月20日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 10円27銭 5円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 276 151

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 276 151

普通株式の期中平均株式数（株） 26,908,773 26,908,705

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 5円58銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） － 198,127

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要　

―――――― ――――――

（注）前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成24年10月１日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。　

（イ）配当金の総額…………………………………………………… 403百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………………………15円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………………平成24年11月19日

（注）平成24年８月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ライトオン(E03240)

四半期報告書

14/15



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年12月28日

株式会社ライトオン

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　智由　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大津　大次郎 印　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ライト

オンの平成24年８月21日から平成25年８月20日までの第34期事業年度の第１四半期会計期間（平成24年８月21日から平

成24年11月20日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年８月21日から平成24年11月20日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ライトオンの平成24年11月20日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　

以　上

　

（注）１．上記は、当社（四半期報告書提出会社）が四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもので

あり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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